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さて､この romanも romanticismも roman-
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業 で話す こ とに対 して､｢ローマ風 の言葉 で
(romanice)話す｣と言った｡romanice は副詞
であるが､名詞として言葉そのものを意味するよ
うになった｡(語形は､アクセントのかかる音節の
次の音節の母音iが脱落 して romanceとなった)
後にこの言葉で大衆向けの冒険講や恋愛詩が書
かれるようになり､そこから現代我々が言うロマ
ンスの意味が生まれた｡
ここまで話 しをしてくると､上記のポル トガル
語､スペイン語､フランス語､イタリヤ語､ルー
マニヤ語などをなぜロマンス語と呼ぶのかは説明
の必要がなくなったであろう｡
｢ロマン｣とは誰が言い始めたかは知らないが､
その不正確 きわまりない用法にもかかわらず､日
本人の語感に不思議にマッチし､誰もその意味を
うるさく詮索 しないで使っているように見える｡
言葉というものは所詮その様なものかも知れない｡
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